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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第9回会議　報告書 

日　時：2022年4月7日（木）13:30～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom

出席者：国際理事 藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

委員長 団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

編集長 星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

委員 大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　）

委員 𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　）

委員 髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　）

委員 山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

委員 玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　）

委員 吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　） 

一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング委員長 

事務総長 菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

欠席者：国際理事 川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

ITアドバイザー 荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）

◉ 

　団委員長の開会あいさつの後、藏国際理事からあいさつがあり、団委員長、星野編集長
の進行で議事に入った。 

【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営

●2021年7月～22年2月ライオン誌関係会計報告
社団の正味財産増減計算書（2021年7月1日～2月28日）を資料とし、ライ

オン誌関連科目を確認した。2月に発行したライオン誌3・4月号はLCIFキャ
ンペーン100の国際本部指定記事が入ったため8ページ増の44ページとなっ
たこと、また新型コロナの影響でクラブ発送作業を障害者支援情報センタ
ーから宛名商会に変更したことから、直接出版費は通常よりも約78万円増
額となった。直接出版費累計30,619,154円、予算消化率は67.1%で、年間6回

77－報告事項－



中4回の発行が完了した時点としては妥当である。毎月発行のデジタル版関
連費は8回発行完了時点で3,391,886円、予算消化率は54.4%と、コロナ禍で取
材回数が減ったことが影響し費用が抑えられている。 

●2022-23年度ライオン誌予算案
印刷版の6ページ建て年6回発行、ウェブマガジンの毎月発行を維持し、

今後、印刷版からウェブマガジンに重心をシフトしていくためのリニューア
ル費用を含めた次年度予算案を承認。一般社団法人日本ライオンズに提出
する。

2. 印刷版関係
●2022年5･6月号（4月20日発行）台割
台割に従い編集した記事を確認した。「国際理事だより：永田国際理

事」、「編集室：髙堂委員、山邉委員」。取材記事「奉仕活動」は通常6本の
ところ、2月から3月にかけて取材を予定していた活動が中止または延期され
たため2本となった。LCIF西日本豪雨交付金事業に関する取材記事と「Pick 
up」として332-B地区、333-C地区の活動を取り上げる他、「ライオンズ・イン
フォメーション」の「GAT情報」でGMAに関する報告を掲載する。編集担当
職員の減員に伴い、この号から校正（再校1回）を外注した。 

●2022年7･8月号（4月20日発行）台割（案） 
「国際理事だより：川島、渡部国際理事」、「編集室：団委員長、星野編集

長」。「2022-23年度地区ガバナー紹介」は前年と同様に4ページで掲載する。 

3. ウェブマガジン関係
●2022年4月号（4月1日更新）出来
ウェブマガジン4月号の出来を確認した。

●2022年5月号（5月1日更新）更新予定（案） 
5月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提出

され承認した。 
●2022年6月号（6月1日更新）更新予定（案） 
6月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容が提出された。現

時点で取材対象に挙がっているのは「奉仕活動」3本のうち1本で、残る2本は
候補が固まり次第、確認する。 

4. 主要記事予定

●2021-22年度主要記事予定
今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。今年度
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委員会の担当は7・8月号までとなるが、次年度国際会長テーマなどの国際協
会指定記事を掲載する9・10月号（8月20日発行予定）の準備を進める必要があ
るため、次回委員会で同号の台割を検討する。

5. 小委員会報告

●ウェブマガジン推進小委員会
ウェブマガジンのリニューアルをテーマに3月31日に開催されたウェブ

マガジン推進小委員会の報告書が提出された。星野編集長（小委員会委員
長）から、ウェブマガジンの内容をより充実させて魅力あるものとし、多
くの会員に活用してもらうための方策や準備に関する提案事項の説明があ
り、それについて意見を交換した。
　小委員会の提案事項のうち次の3項を、委員全員の賛同で決定した。 
①リニューアル費用として150万円を次年度予算に上げる
②コンテンツの追加や変更、デザインなど具体案を立案する専門部会を立
ち上げる
③リニューアル実施後、2023-24年度から印刷版発行回数を年4回とする
専門部会の構成は団委員長が選定し次回委員会で提案する。2023-24年

度の印刷版発行回数については、今年度委員会の決定を次年度委員会に申
し送る。 

6. その他

●ライオン誌サポーター・アンケート
印刷版3・4月号発行後に行ったライオン誌サポーター・アンケートの回答

を確認した。 

●ライオン誌出版物
「ライオンズ・スクール初級編」の増刷3,000部の納本予定（4月8日）が報告
された。 

閉会あいさつ　団委員長 

【次回以降開催予定】 
         5月10日（火）14:00～16:00（ウェブ） 
         6月 7日（火）13:30～16:30（集合）
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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第10回会議 報告書 

日　時：2022年5月10日（火）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom

出席者：国際理事 渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　）

国際理事 永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　）

委員長 団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

編集長 星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

委員 大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　）

委員 𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　）

委員 髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　）

委員 山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

委員 玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

委員 吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　）

一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング委員長 

事務総長 菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

ITアドバイザー 荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

欠席者：国際理事 川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

◉ 

　団委員長の開会あいさつの後、渡部、藏、永田各国際理事からあいさつとホノ
ルル国際理事会の報告、古川副理事長からあいさつと社団の活動報告があったの
に続き、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。

　【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営
●次年度予算と印刷版発行回数
古川副理事長から、4月27日開催の第5回一般社団法人日本ライオンズ理

事会で取り上げられたライオン誌関連事項について報告があり、2022-23年
度日本ライオンズ予算案が前回委員会でまとめたライオン誌予算案通りに
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承認されたこと、また、2022-23年度はライオン誌の年6回発行のうちパイロ
ットとして2回をPDF配布とし、それによる経費削減効果を測りたいとの提
案がなされたことが説明された。説明を受けた後、吉田委員から「前回委
員会で2022-23年度は印刷版（印刷した冊子）の発行を年6回、2023-24年度
からは年4回と決めて、次期委員会に引き継ぐことを決定している。次年度
は印刷版年6回発行を維持するべき」との発言があった。さらに団委員長か
ら、社団理事会で印刷版年6回発行・送付の費用を含む次年度予算案が承認
されたことを古川副理事長に再度確認した。 
　委員会としては前回決定した通り、印刷版年6回発行を次期委員会に申し
送る。 
●2021年7月～22年3月ライオン誌関係会計報告
社団の正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目を確認し

た。3月にはライオン誌印刷版の発行がなかったので、直接出版費の予算消
化率は67.1%で先月からほぼ変動なし。毎月発行のデジタル版は9回発行完
了時点の予算消化率が58.6%と、コロナ禍で取材回数が減ったことが影響し
費用が抑えられている。 

2. 印刷版関係
●2022年5･6月号（4月20日発行／83,600部）出来
4月20日に発行した5･6月号の出来を確認した。

●2022年7･8月号（6月20日発行）台割（案） 
「国際理事だより：川島、渡部国際理事」、「編集室：団委員長、星野編

集長」。「2022-23年度地区ガバナー紹介」（4ページ）を掲載する。国際本部配
信の「2020-21年度LCIF年次報告」はオセアル調整事務局に日本語訳の提供
を依頼し、2ページの記事にまとめる。4月開催のホノルル国際理事会決議事
項要約がこの号に間に合うよう入手出来た場合、台割を調整して掲載する。 
●2022年9･10月号（8月20日発行）台割（案） 
表紙は国際本部指定の国際会長ポートレート。同じく指定記事の「2022-23

年度国際会長テーマ」は要約版（2ページ）を掲載する。「モントリオール国
際大会」は取材を行わず、国際本部からの配信や、大会参加者からの提供に
よって集めた情報や写真を使用する。その際、従来の取材記事に準じた内容
で記事をまとめられるよう配慮する。「ライオンズ･インフォメーション」の
「国際理事だより」はモントリオール国際大会で就任する新国際理事に原稿
を依頼、「GAT情報」「日本ライオンズ情報」は休載する。 
●用紙代値上げ
共同印刷から提出された用紙代値上げの見積書を確認し、了承。値上げ

された価格は7・8月号分から適用される。 
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3. ウェブマガジン関係
●2022年5月号（5月1日更新）出来
ウェブマガジン5月号の出来を確認した。

●2022年6月号（6月1日更新）更新予定（案） 
6月号の主要コンテンツについて、活動概要や取材経費が提出され承認し
た。
●2022年7月号（7月1日更新）更新予定（案） 
7月号の主要コンテンツについて、活動概要や取材経費が提出され承認し

た。「奉仕活動」3件のうち1件は該当クラブの都合で取材見合わせとなり、
他のクラブの取材を調整中であることが報告された。 

4. 主要記事予定
●2021-22年度主要記事予定
今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。

●2022年3、4月取材経費
3、4月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され確認した。

●2022年5、6月取材経費概算
5、6月に予定している取材の経費概算が提出され、承認した。

5. その他
●ウェブマガジン専門部会
前回委員会で設置を決めたウェブマガジンのリニューアルに取り組む専門

部会について、団委員長から下記の構成が提案され、承認された。 

　　【ウェブマガジン専門部会】 
　　　　2020-22年度委員長　団英男 

　同　　編集長　星野勝美 
　　　　2019-20年度編集長、20-21年度副委員長　稲岡敬弘 
　　　　ITアドバイザー　荘英隆 
　　　　2022-23年度委員長　未定 

　今後、印刷版の発行回数を減らすことを見据えて、ウェブマガジンを会員
にとってより役立つものにバージョンアップして普及させることを目的に、
専門部会はリニューアルの具体案策定、業者との打ち合わせなどに当たる。
2023年3月のリニューアル完了を目標とし、同年2月までを活動期間とする。次
年度委員長が決定するまでの期間はその他の4人で活動し、次回委員会にリニ
ューアル完了までのロードマップを提出する。 
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●サバンナ（ServannA）関係
全35準地区を対象に実施した「次年度の地区版サバンナ利用についての

アンケート」の回答結果を確認した。各地区が運用している地区版サバン
ナを2022-23年度に使用すると回答したのは34地区で、今年度と変わりな
し。地区版未使用の1地区は今年度からライオン誌発送先住所等の更新専
用システム（サバンナ）を利用している。よって、次年度もライオン誌発
送に必要な会員及びクラブ事務局の住所をサバンナから抽出出来ることを
確認した。
●2022-23年度ライオン誌年間購読の請求書発行
クラブ事務局保管用や図書館等への寄贈用としてライオン誌印刷版の年

間購読を契約している約200クラブへの次年度分請求書（例年は7月1日付
で発行）を、次年度の印刷版発行回数が確定した後に発行・発送すること
を承認した。 

　審議終了後、団委員長が各委員に今年度これまでの委員会活動等について発言
を求め、ウェブマガジンの方向性や会員への普及策、アクセスの利便性向上など
について意見が発表された。各委員の意見を受けて団委員長は、「ライオン誌は
会員サービスの一環であると捉えるべきで、サービスを低下させないためにはど
うするべきかを考えていかなければならない」と述べた。 

閉会あいさつ　団委員長 

【次回開催予定】 
          6月7日（火）13:30～16:30（集合）＊終了後、懇親会
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